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第
４
次
行
政
改
革

第
４
次
行
政
改
革

「
後
期

「
後
期
」」
の
取
組

の
取
組
状
況
状
況

　

市
は
、
学
校
校
務
作
業
な
ど
に

あ
た
る
技
能
労
務
職
の
職
員
数
の

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平

成
９
年
度
か
ら
は
退
職
者
を
不
補

充
と
し
、
技
能
労
務
職
員
数
の
適

市
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

的
に
『
第
４
次
行
政
改
革
「
後
期
」
』

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
行
政
改
革
で
は
、「
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
の
市
役
所
づ

く
り
」
を
基
本
方
針
に
、
平
成
19
年
度
か

ら
21
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
取
組
期
間
と

し
て
24
の
項
目
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
こ
の
う
ち
20
項
目
の
取

組
を
行
い
、
そ
の
効
果
額
は
、
約
２
億
９

　

千
７
百
万
円
で
し
た
。

　

事
務
事
業
の
必
要
性
・
有
効
性
・

効
率
性
な
ど
の
評
価
を
行
い
、
新

た
な
行
政
課
題
を
的
確
に
把
握
す

る
た
め
、「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」

を
活
用
し
、
事
務
事
業
の
改
善
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
は
、
422
事
業
を
対

象
に
事
務
事
業
評
価
を
行
い
、
そ
の

結
果
、
千
歳
市
環
境
保
全
公
社
補
助

金
の
見
直
し
、
乳
幼
児
医
療
費
の
助

成
対
象
の
拡
大
な
ど
19
事
業
の
改

善
を
行
い
ま
し
た
。

　

民
間
委
託
し
た
事
務
事
業
で
は
、

よ
り
経
費
の
節
減
が
見
込
め
る
も

の
は
委
託
形
態
を
見
直
し
、
一
層
の

業
務
の
効
率
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
や
ポ
ン
プ
場
な

ど
の
下
水
道
処
理
施
設
で
は
こ
れ

ま
で
運
転
・
管
理
業
務
を
施
設
ご
と

に
委
託
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20

年
度
か
ら
は
経
費
の
削
減
な
ど
の

た
め
に
専
門
的
な
技
術
を
持
つ
民

間
事
業
者
に
包
括
的
（
ま
と
め
て
）

に
委
託
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果

額
は
、
約
４
千
４
百
万
円
で
し
た
。

今
月
の
焦
点

今
月
の
焦
点

市
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
第
４

次
行
政
改
革
「
後
期
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

月
の
焦
点
で
は
、
平
成
20
年
度
の
お
も
な
取
組
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

活
用

公
共
工
事
コ
ス
ト
の
縮
減

　

平
成
20
年
度
の
効
果
額
は
、
約

７
千
８
百
万
円
で
し
た
。

小
・
中
学
校
に
お
け
る

校
務
作
業
の
民
間
委
託

浄
化
セ
ン
タ
ー
運
転
・
管

理
の
包
括
的
民
間
委
託

正
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
退
職
に
よ
る

職
員
数
の
減
少
に
伴
い
、
中
学
校

７
校
と
支
笏
湖
小
で
技
能
労
務
職

が
行
っ
て
い
た
校
務
の
一
部
を
民

間
事
業
者
に
委
託
し
ま
し
た
。

　

「
公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
対
策

行
動
計
画
」
に
よ
り
、
既
存
舗
装

を
活
用
し
た
道
路
工
事
や
市
営
住

宅
建
替
工
事
の
工
法
の
見
直
し
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

コスト縮減を進めたいずみ団地の建替工事


